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概要
　兵庫県立大学附属高校自然科学部は、2011 年から皆

既月食の色を、FITS 画像とマカリを使って測っている。

2011 年と 2014 年の皆既月食はほぼ同じ色であったと

思われる。皆既中の月はとても暗いので、この研究には

夜空の明るさが 22等級となるような場所で観測を行わ

なければならない。高校生にうってつけの研究なので紹

介する。

はじめに
　皆既中の月を照らすのは、地球大気をすり抜けた太陽

からの光である。色の変化は、地球大気の浮遊物の量と

関係があると仮定し、汚れていればより赤くなると考え

て継続的な研究を行っている。

データは解析できるように RAW形式で保存した。

解析
　データを RAW形式から FITS 形式に変換して、マカ

リで青色と緑色の明るさを調べる。明るさが解析に程よ

い１枚を選ぶ。月の高度による色の変化を補正するため、

月の周りに写っている恒星を 20個程度測る（図２）。

図２　月と周りの星が写る上の図程度の視野が最適

図１　地球の影の中心に近いほど光が届きにくくなる

観測
　紹介するのは 2011 年 12 月 10 日と 2014 年 10 月

8 日の皆既月食で、2011 年は西はりま天文台公園で、

2014 年は学校の天文台で行った。望遠鏡には 10 セン

チの屈折望遠鏡、カメラは一眼デジタルカメラを使用し

た。月の明るさが飽和しないよう、かつ月の暗い部分ま

で写ることが必要である。ISO は 400 で、皆既中は４

秒ほどの露出が必要なので、赤道儀架台で月を追尾した。

図３　星をクリックして表示される情報を使う

　測った星の実際の明るさは、ステラリウムやステラ

ナビゲータで表示される星の V等級と B-V の値を使う。

変光星は取り除いていない。測った星の明るさと実際の

明るさの関係式を求め、後で月の明るさを測るのに使う。

図 4　測光の値と実際の明るさとの関係

　月を全面にわたって 30カ所程度明るさを測る。マカ

リで出力される明るさのカウント値を、１平方秒角の値

に置き換えて等級とする。この等級を、先ほどの関係式

を使って実際の明るさへ変換すると、月食の青色と緑色

の明るさとなる。




